
東京医科大学 東京薬科大学
交流実績（2022年度）

（左から）三巻祥浩（東京薬科大学薬学部長）、平塚明（東京薬科大学学長）、
林由起子（東京医科大学学長）、 山本謙吾（東京医科大学病院病院長）



(１) 臨床・基礎における共同研究
(２) 医薬工3大学包括連携推進シンポジウム

１.共同研究・交流

２.学生教育

(１) 多職種連携教育（IPE）の推進
(２) 東薬大生の診療参加型臨床実習への参加
(３) 東医大での東薬大薬学部生 実務実習実施
(４) 早期体験実習（アーリーエクスポージャー）
(５) 東薬大生命科学部生の解剖実習への見学参加
(６) 東医大における東薬大生の卒論研究指導

４.その他

(１) 東薬大 西新宿臨床教育・研究センター開設

３.教職員人事交流

(１) 東薬大から東医大への客員委嘱・非常勤講師委嘱
(２) 東医大教員と薬剤部職員による東薬大での講義の実施
(３) 東医大薬剤部における東薬大実務家教員の研修



１ー(１) 臨床・基礎における共同研究

◇ 共著論文数 53報

◇ 共著者数
東医大教員 26名 （延べ数39名）
東医大病院 62名 （延べ数112名）
東薬大教員 37名 （延べ数136名）
東薬大学生等 71名 （延べ数94名）

【2017～2021年度実績】

これまで長年にわたり臨床・基礎における共同研究が実施されてきた。その実
績としてPubMed より最近5年間(2017～2021年：著者に東薬大・東医大の所属論
文リスト)の論文数と共著者数は以下のような実績となる。



１ー(２) 医薬工3大学包括連携推進シンポジウム

2022年11月20日に東京薬科大学にて、第9回医薬工3大学包括連携推進シンポジウが
開催されました。

当シンポジウムが開催されるのは、新型コロナウイルス感染症の影響により、2019
年以来3年ぶりの開催となりました。会場校は3大学の持ち回りとなっており、今回
は東薬大が会場として感染予防対策を徹底した上で対面での実施となりました。

①東京薬科大学 薬学部 三島 正規 教授
「光遺伝学ツール開発に資する光センサータンパク質の分子基盤

②工学院大学 先進工学部 坂本 哲夫 教授
「高分解能質量顕微鏡の開発と単一細胞分析・がんの悪性度評価への応用」

③東京医科大学 細胞生理学分野 横山 詩子 主任教授
「機械工学とバイオの融合による成長する人工血管の開発」

学部生、大学院生、教員によるポスターセッションが行われました。(４３演題)



２ー(１)ー① 多職種連携教育（IPE）の推進 ①

東医大の医学生・看護学生と東薬大の薬学生が、同じカリキュラムのもと、多職種
連携授業（2015年～）に参加している。

【2022年度実績】

・東医大 医学科 １年 １２７名
看護学科２年 ７９名

・東薬大 薬学部 ６４名

【東医大（医学科）】 【東医大（看護学科）】

【東薬大（薬学部）】



２－(１)－② 多職種連携教育（IPE）の推進 ②
東医大の医学生と工学院大の学生と東薬大の薬学生が、同じカリキュラムのもと、
多職種連携授業（2022年～）に参加している。

【東医大（医学科）】 【東薬大（薬学部）】【工学院大】

【2022年度実績】 東医大 ２年９名、工学院大 ３年９名、東薬大 ２年２７名



２ー(２) 東薬大生の診療参加型臨床実習への参加
（医学生・薬学生の合同臨床実習）

・診療参加型臨床実習参加者数： ※コロナ禍で2020年度から中止している。

・過去の受入れ診療科（10診療科）
呼吸器外科、形成外科、総合診療科、神経内科、循環器内科、消化器内科、
皮膚科、眼科、口腔外科、神経内科

東薬大薬学部生のアドバンス実務実習として、東薬大の臨床系教室から5年生希望
者（約20名程度）が、診療参加型臨床実習へ参加している（2010年開始）。
これは東京医科大学４～５年生の臨床実習に合わせて、東薬大薬学生が参加して
行う実習である。
薬学生と医学部生の交流が図られ、多職種連携教育の一環として有用である。

【2022年度実績】



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

東京医科大学病院 34 42 31 45 42 32 35

東京医科大学八王子医療センター 26 29 23 23 27 27 27

東京医科大学茨城医療センター 4 3 2 2 1 0 0

合　　　計 64 74 56 70 70 59 62

実 務 実 習 生 実 績　　　　　　　　　　　　　　　年度

病院名

２ー(３) 東医大での東薬大薬学部生 実務実習実施
薬学部６年制教育のもと病院11週間、薬局11週間の実務実習が必修となり、
３病院で実務実習生を受け入れている。

【2022年度実績】



２ー(４) 早期体験実習（アーリーエクスポージャー）

コロナ禍により 2020年度 ～ 2022年度は訪問体験なし

※コロナ前は1日に20名を計3回（3日間）で受けいれていた。
コロナ期間中は早期体験実習のかわりに東医大薬剤部にてビデオ動画を
作成して、東薬大1年生に視聴してもらっている。
※2024年度より現地再開検討

【2022年度実績】



２ー(５) 東薬大の生命科学部生の解剖実習への見学参加

※コロナ禍のため、解剖学実習見学は見送りとなった。

【2022年度実績】



共同研究の中で東医大の診療科・研究室へ、東薬大の学部生・院生を外部研究生
として受け入れる
診療科・研究室では学生に研究の一端を担ってもらうことで研究の進展が見込ま
れ、学生はメリットとして臨床現場を体験しながら研究を遂行することができる。

◆薬学部生◆
・東医大病院 ５名

（脳神経内科1名、内視鏡センター1名、腎臓内科1名、薬剤部2名）

・東医大八王子医療センター ５名
（消化器移植外科1名、腎臓外科1名、腎臓内科1名、皮膚科2名）

２ー(６)ー① 東医大における東薬大生の卒論研究指導（薬学部）

（外部研究・卒論研究）

【2022年度実績】



２－(６)－② 東医大における東薬大生の卒論研究指導

東京医科大学研究室　配置人員一覧(4月1日時点）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

病態生理学分野 1

薬理学分野 2

分子病理学分野 2 1 2 2 1 1

免疫学分野 1 2

細胞生理学分野 1

微生物学分野 2

神経解剖学分野 1 1
医学総合研究所

　免疫制御研究部門

医学総合研究所

　新宿キャンパス共同研究センター

医学総合研究所

　トランスレーショナルサーチ推進部門講座

医学総合研究所

　運動器科学講座

医学総合研究所

　分子腫瘍講座

合計 9 4 6 6 4 6

2

1 1

1 1

1 32 1 2

※ 2023年度は東京医科大学研究科へ5名進学

【2022年度実績】

◆生命科学部生◆ 東医大 ６名

（生命科学部）



３ー(１) 東薬大から東医大（教員・薬剤部）への客員委嘱・
非常勤講師委嘱

東京医科大学 ８名
東京医科大学病院 ４７名
東京医科大学茨城医療センター ２名
東京医科大学八王子医療センター ２７名

＜客員委嘱＞

薬学部 ８名
生命科学部 ８名

＜非常勤講師委嘱＞

【2022年度実績】



３ー(２)ー① 東医大教員と薬剤部職員による東薬大薬学部講義
の実施（科目（担当））

臨床医学概論(消化器外科)、生殖医療特論(産婦人科）、臨床推論Ⅰ
（薬剤部）、個別化医療Ⅱ（薬剤部）、問題解決（麻酔科学分野
緩和医療部、薬剤部）、生命医科学特講（東医大基礎教室）

【2022年度実績】

◆薬学部 特論講義◆
（薬学部５年 生殖医療特論） （薬学部４年 臨床医学特論）



３ー(２)ー② 東医大教員による東薬大生命科学部講義の実施
（科目（担当））

生命医科学Ⅲ（生命医科学特講Ⅱ）

2022年度：85名
2021年度：99名
2020年度：75名
2019年度：58名

【2022年度実績】

2022年度版に差し替えお願いします。



３ー(３) 東医大薬剤部における東薬大実務家教員の研修

東薬大教員が東医大薬剤部で病棟薬剤師と共同で活動するなどの研修で、最先端
の病院薬剤部の業務を教育に落とし込めて、臨床教育の向上となり、東薬大にお
ける臨床薬学教育の拡充と推進を図れる。東医大においても業務の人員補強とな
る。

５名【2022年度実績】



４ー(１) 西新宿臨床教育・研究センター

東医大病院の施設内に、「臨床薬学教育・研究の強化」及び「チーム医療実践教
育の構築」を目指して、東薬大の「西新宿臨床教育・研究センター」を開設

＜主な活動＞
・薬剤部、看護部、診療科と連携した教育・研究活動
・医療DS教育
・Sim教育・VR教材の開発
・医・薬・看護の多職種連携教育
・薬学部生の早期臨床体験実習と病院実務実習
・専門職連携教育として医・薬合同臨床実習
・診療科との共同研究・卒論研究
・実務家教員によるアドバンス病院実務実習
・薬剤部・病棟における実務家教員におけの臨地研修

（左から）三巻祥浩（東京薬科大学薬学部長）、平塚明（東京薬科大学学長）、
林由起子（東京医科大学学長）、 山本謙吾（東京医科大学病院病院長）
2022年12月1日 東京薬科大学西新宿臨床教育・研究センターにて


